
南アルプス奈良田温泉から白峰南嶺 

 

登山地：南アルプス広河内岳、大籠岳、白河内岳、黒河内岳（笹山） 

目 的：大井川源流を訪ねるはずだった・・・・ 

日 程：2014年 8月 11日～8月 14日 

メンバー  Ｌ：和利、：やまたくお、：高木 A 

 

8月 11日(月) 曇り時々晴れ 

夏休みに突入したというのに台風 11号の動きが遅い。週末には通過の予定が 10日の

日曜日になってしまった。奈良田温泉に向かう早川沿いの県道は台風の大雨で全面通行

止め。登山口に入ることすらできない。出発を 11日の朝にずらして見切りスタート。

県道は通行止めのまま。国道 52号は順調、富士川は増水して水量が多い。身延から早

川沿いに奈良田を目指すが、早川が灰色の濁流となっている。県道の至る所で水が流れ

ていて、工事車両で土砂を片付けた跡が見られる。懸念していた通行止めも午後 0時

30分に解除され奈良田に入ることができた。 

 
奈良田温泉駐車場、車両は 10台以下(13:43) 

 

 この濁流では大井川源流は無理、しかもこの時間からでは笹山ダイレクト尾根はとて

も登り切れない。下山ルートである大門沢ルートから入ることとし、沢装備を車に置き

軽くして幕営地点の大門沢小屋を目指す。奈良田第一発電所から広河内に沿って登る。 

広河内の水量は多く、最初の渡渉でいきなり沢の洗礼を受けしまった。大門沢小屋まで

はコースタイムで 4時間 30分、暗くなる前には何とか着きたい。 



 
大門沢小屋幕営地、他のテント一張り(18:56) 

 

8月 12日(火) 雨 

 4時起床、曇っているが雨は落ちていない。朝食の間に雨が降り出し、今日の計画を

練り直す。ラジオの天気予報では雨、隣のテントは出かけて行ったようである。明るく

なるまで待って様子をみたが、この雨では稜線上は不可と判断し停滞決定。 

 朝食を済ませて昼寝。まったくやることが無い。朝からミーティングと昼寝を繰り返

して過ごす。夕方、大門沢小屋にて宿泊客を交えてミーティングの続きをする。 

 

 
8月 13日、朝のテント場から富士を望む(6:02) 



8月 13日(水) 晴れ後曇り 

 4時起床、朝食を済ませて出発。やっと晴れた。大門沢下降点まで 1000m以上ひたす

ら登る。歩き出して 4時間、最後に稜線直下の草つきのお花畑が迎えてくれほっとする。

ここのお花畑は北岳右俣ルートに匹敵するほど大きく花も豊富である。 

大門沢コースは駐車場から 8時間強のハードな登りである。多くの登山者は北岳～農

鳥岳縦走の下山に利用するため登る人は少ない。それでもトレイルランの人たち 4人に

追い越された。彼らは奈良田を午前 2時に出発して、北岳を回って今日中に下山すると

のこと。 

 
大門沢下降点(10:09) 

 
広河内岳山頂、後ろに塩見岳が聳える(11:01) 



 大門沢下降点から南下して本日の目的地、黒河内岳(笹山)を目指す。ここからが白峰

南嶺、登山地図では破線表示の難ルートとなる。見渡す限り人の姿はなく、果てしなく

荒涼なガレの稜線が続いている。右に塩見岳から仙丈ヶ岳に続く仙塩尾根、塩見岳の先

には蝙蝠尾根、荒川岳が眺望できる。これぞ南アルプスだ。以前に縦走したときには灼

熱地獄の感があったが、今回は雨の後で爽快である。 

  広河内岳山頂から右のガレ場を下って行くと本来の目的地へ通じる池ノ沢池がある。

見渡す限りのガレの斜面が続いている。後ろ髪を引かれる思いであるが、分岐点を確認

して笹山への道を急ぐ。 

 
ガレの尾根が続く(11:16) 

          
イワギキョウかなぁ～(11:33) 



 大籠岳を過ぎたあたりから岩が灰色から赤茶けた色に変わり、ガレの雰囲気ががらり

と変わった。縦走路は広大で希に出てくる黄色のペイントと踏み跡を捜しながら進む。

ガスが出たら見失いそうである。 

白河内岳を越え樹林帯に入る。以前に暑さから逃れて涼を取った場所である。やはり

林の中は涼しい。ここから先ピーク以外は林の中となる。横たわる巨大なハイマツを乗

り越えて歩くのにうんざりした頃、笹山に到着した。笹山（南峰）の山頂部分は平で絶

好の幕営ポイントである。 

 
白河内岳から農鳥岳を振り返る(13:21) 

 
笹山(南峰)にて(15:41) 

 



 
山頂で幕営、夜半から風で眠られず(15:51) 

8月 14日(木) 雨時々曇り 

 夜半から風か強まりバタバタとやかましくて眠れぬ夜を過ごした。早々に朝食を済ま

せて下山開始。ミーティングの影響か頭が重い。今日も雨。途中に単独登山者 2名に遭

遇、1人は 2300m付近で幕営したとのこと。登山道は所々でテープが途絶えて道を見失

ってしまう。尾根を外さぬよう慎重に下る。 

 台風と季節外れの前線の影響で、大井川の源流部に踏み入ることができなかった。残

念ではあるがまたの機会に挑戦したい。 

 

コースタイム 

8/11：奈良田温泉Ｐ(14:00)－大門沢小屋(18:35) 

8/12：停滞 

8/13：大門沢小屋(6:10)－大門沢下降点(10:05)－広河内岳 2895m(11:00)－ 

大籠岳 2767m(12:45)－白河内岳 2813m(13:46)－黒河内岳（笹山北峰）2733m－ 

笹山南峰 2717.6m(15:40) 

8/14：笹山南峰(5:10)－奈良田湖西山堰堤(10:10)－奈良田温泉Ｐ(10:30) 

 


